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広 報

◆対象／小学１年生から３年生までの児童
※申し込み状況によっては４年生以上の児童も受け入れでき
る場合があります。詳細は各児童クラブ所在地の支所市民
サービス課（大曲地域は児童家庭課）に問い合わせください。
◆実施期間／４月１日（火）から平成27年３月31日
（火）まで（日曜・祝日、８月13日～15日、12月29日～平成27
年１月３日は休業）
◆実施時間／【月～金曜日】午後１時～７時、
	【土曜日・長期休業日】午前７時30分～午後７時

◆負担金／児童１人当たり月額6,000円（ひとり親家庭
は3,000円）※同一世帯で入会している児童が２人以上いる
場合は、２人目以降半額
◆申し込み方法／児童家庭課または各放課後児童ク
ラブ所在地の支所市民サービス課に用意している
申込用紙に必要事項を記入し、下表の受け付け会場
で手続きしてください。
◆その他／入会の可否は申請内容を審査し決定しま
す。	※先着順ではありません。

地域 児童クラブ名 活動場所 受け付け日時・会場

大曲

第１～第３ぽぷら児童クラブ 大曲小学校

【日時】１月26日（日）午前９時～午後５時、
１月27日（月）・28日（火）午前８時30分～午後
７時30分

【会場】児童家庭課

第１いちょう児童クラブ 花館小学校
第２いちょう児童クラブ はぴねす大仙
桂児童クラブ 桂児童センター
日の出児童クラブ 日の出キッズクラブ
花園児童クラブ（仮称） 花園児童クラブ（仮称）
東児童クラブ 東大曲小学校
藤木児童クラブ 藤木小学校
大川西根児童クラブ 大川西根小学校
四ツ屋児童クラブ 四ツ屋公民館
内小友児童クラブ 内小友小学校
角間川児童クラブ 角間川小学校

神岡 神岡児童クラブ 神岡福祉センター

【日時】１月 27日（月）・28日（火）・29日（水）
午前８時30分～午後７時

【会場】各児童クラブ所在地の支所市民サービス課

西仙北 西仙北児童クラブ 西仙北児童クラブ
中仙 八乙女児童クラブ 八乙女児童クラブ
協和 協和児童クラブ 協和小学校 
南外 南外児童クラブ 南外小学校
仙北 ひまわり児童クラブ ひまわり児童クラブ
太田 おおた児童クラブ 太田ひがし幼稚園※

※太田地域は、平成26年度からの活動場所が変更になりました。

放課後児童クラブ
平成26年度

放課後児童クラブは、保護者が日中、仕事などで家にいない家庭の
児童に、遊びや生活の場を提供する育児支援サービスです。

【問い合わせ・申し込み】児童家庭課 ☎ 0187-63-1111 内線 129・各支所市民サービス課

１月2６日（日）入会申し込み受け付け開始
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⑥
、最
上
雅
仁
⑥
、杉
山
篤
志
⑦
、

進
藤
省
二
⑧【
西
仙
北
】佐
藤
美
佐

喜
④
、
井
上
馨
⑤【
中
仙
】佐
々
木

茂
①
、
冨
岡
学
②
、
冨
岡
浩
樹
②

【
協
和
】鈴
木
徹
②
、豊
島
久
男
⑤
、

五
十
嵐
清
美
⑤
、佐
藤
慶
博
⑦
、沓

沢
辰
男
⑦【
南
外
】髙
橋
武
美
①
、

佐
々
木
憲
一
②
、清
水
浩
樹
③【
仙

北
】佐
藤
忠
晴
②
、茂
木
晃
正
②
、

越
後
谷
清
暢
③
、茂
木
弘
栄
③
、齋

藤
卓
也
④

【
功
労
章
＝
任
務
遂
行
に
あ
た
り

功
労
顕
著（
副
分
団
長
以
上
・
知
事
有

功
章
未
受
章
者
）】

【
神
岡
】
鈴
木
久
男
①
、
佐
藤
吉
五

郎
③
、佐
藤
謙
一
③【
西
仙
北
】大
友

実
⑥【
仙
北
】川
原
敏
①
、
佐
々
木

忠
勝
④

【
功
績
章
＝
任
務
遂
行
に
あ
た
り

功
労
顕
著（
班
長
以
上
・
25
年
以
上
勤

続・県
協
会
功
労
章
未
受
章
者
）】

【
大
曲
】柴
田
幸
生
①
、
冨
樫
吉
彦

①
、渡
邊
孝
志
④
、小
松
一
之
④
、

佐
藤
隆
吉
④
、武
花
浩
④
、明
野
一

雄
⑥
、高
橋
正
行
⑦
、今
野
久
誠
⑧

【
西
仙
北
】信
太
和
成
④【
中
仙
】後

松
栄
喜
④
【
南
外
】
佐
々
木
茂
治

①
、佐
々
木
久
②
、今
野
孝
彦
③
、

髙
寺
衛
③【
太
田
】田
口
仁
美
②

  

大
仙
市
長
表
彰

  

秋
田
県
知
事
表
彰
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【
有
功
章
】

【
大
曲
】加
賀
谷
强
一
③
、
千
田
正

男
⑤
、
五
十
嵐
雪
雄
⑧
、
伊
藤
一

良
⑧【
神
岡
】髙
橋
昇
④【
西
仙
北
】

黒
川
彰
一
①
、
佐
々
木
裕
喜
⑥

【
中
仙
】高
橋
誠
司
①
、
伊
藤
壽
博

③【
協
和
】佐
々
木
克
巳
②
、
佐
藤

豊
⑥【
南
外
】八
嶋
健
一
①
、
佐
々

木
正
光
②【
仙
北
】戸
澤
豊
喜
②
、

佐
々
木
忠
勝
④【
太
田
】草
彅
信
一

③
、小
松
純
④

【
永
年
勤
続
功
労
章
＝
40
年
勤
続
】

【
協
和
】進
藤
文
隆
②
、
加
藤
輝
男

⑦
、
小
田
島
清
⑦
、
⻆
田
良
隆
⑦

【
南
外
】西
嶋
次
男
①
、
渡
部
良
太

郎
③【
仙
北
】中
野
信
一（
副
支
団
長
）

【
太
田
】煤
賀
隆
芳（
支
団
長
）

【
永
年
勤
続
章
＝
35
年
勤
続
】

【
本
部
】安
藤
喜
美
雄（
副
団
長
）【
大

曲
】高
橋
壽
男
①
、新
山
裕
司
④
、

山
崎
茂
⑧【
神
岡
】鈴
木
政
喜（
本
部

分
団
）【
西
仙
北
】大
友
金
己
知（
副

支
団
長
）、
齋
藤
善
悦
⑤【
中
仙
】鈴

木
耕
悦
①
、冨
岡
光
一
②
、藤
澤
照

彦
⑤【
協
和
】豊
島
三
五
郎
⑤【
南

外
】伊
藤
誠
一（
支
団
長
）、
今
野
徳

雄
③【
仙
北
】小
松
伸
一
①
、
戸
嶋

岩
雄
①
、
堀
田
光
政
④【
太
田
】髙

橋
善
衛（
副
支
団
長
）、佐
藤
聖
臣
④

【
永
年
勤
続
章
＝
30
年
勤
続
】

【
大
曲
】安
藤
恭
資
①
、
内
山
英
明

①
、佐
藤
光
男
③
、菊
地
芳
雄
⑤
、

讃
岐
猛
也
⑤
、渋
谷
共
彦
⑦
、小
原

勝
⑧【
神
岡
】髙
橋
直
孝
⑤【
西
仙

北
】藤
原
栄
一
③
、髙
橋
孝
康
④
、

戸
嶋
久
雄
④
、
大
友
実
⑥【
中
仙
】

熊
谷
繁
樹
②
、畠
山
数
夫
③
、藤
澤

進
⑤【
協
和
】鈴
木
康
博
②
、
佐
藤

一
美
④【
仙
北
】新
田
信
夫
③【
太

田
】藤
田
栄
喜
①
、藤
谷
勉
②

【
永
年
勤
続
章
＝
25
年
勤
続
】

【
大
曲
】柴
田
幸
生
①
、
冨
樫
吉
彦

①
、渡
邊
孝
志
④
、小
松
一
之
④
、

佐
藤
隆
吉
④
、武
花
浩
④
、伊
藤
明

④
、佐
藤
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男
④
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部
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明
④
、

明
野
一
雄
⑥
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橋
正
行
⑦
、今
野

久
誠
⑧
、
今
野
徳
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神
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】池

田
君
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①【
西
仙
北
】信
太
和
成
④

【
中
仙
】佐
々
木
浩
①
、
熊
谷
以
久

夫
②
、松
塚
茂
②
、柴
田
敬
章
③
、

柴
田
覚
③
、高
橋
満
③
、後
松
栄
喜

④
、
高
川
博
④
、
藤
原
広
美
④【
協

和
】佐
川
道
利
⑥【
南
外
】佐
々
木

茂
治
①
、今
野
孝
彦
③
、髙
寺
衛
③

【
太
田
】田
口
仁
美
②

【
永
年
勤
続
章
＝
20
年
勤
続
】

【
大
曲
】熊
谷
正
美
②
、
松
本
孝
一

②
、高
橋
長
栄
③
、藤
原
長
幸
③
、

井
上
忠
夫
⑤
、小
林
良
宏
⑤
、石
橋

章
愛
⑥
、黒
田
春
美
⑥
、佐
藤
久
和

防災への決意を新たに堂々と行進する
大仙市消防団員（写真は大曲支団）
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地域の安全と安心を守るため活躍している消防団。
市では、女性団員40人を含め、1,348人（平成25年12月末現在）の方々が
地域の消防・防災のために活動しています。
平成26年大仙市消防出初式が１月５日、大曲市民会館で行われ、
市内の消防団員850人が参加。
防災への決意を新たに、2014年の消防団活動がスタートしました。
なお、式典では、消防活動に尽力された次の方々が表彰されました。
〈敬称・階級略、○数字は分団名〉

地域の力で地域を守る―

大
仙
市消防出初式

間
無
火
災・神
岡
④

○
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
８
年

間
無
火
災・西
仙
北
⑤

○
平
成
20
年
１
月
１
日
か
ら
６
年

間
無
火
災・協
和
⑥

○
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
５
年

間
無
火
災・仙
北
③

○
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
４
年

間
無
火
災・中
仙
⑤
、協
和
⑧

【
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場

隊
表
彰
】

○
第
21
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
出
場
・
大
仙
市
女
性
消
防
隊

（
佐
藤
美
佳
子
、一
色
順
子
、畠
山
忍
、

相
馬
静
華
、
佐
藤
久
子
、
鈴
木
美
也

子
、齊
藤
貴
子
）

【
顕
功
章
＝
30
年
以
上
勤
続
・
55
歳

以
上・副
分
団
長
以
上
退
団
者
】

【
本
部
】
佐
藤
曻
（
副
団
長
）【
大
曲
】

三
浦
幸
男（
支
団
長
）、
佐
藤
幸
治
③

【
神
岡
】斉
藤
始
①
、佐
々
木
都
司
雄

③【
西
仙
北
】菅
原
多
賀
雄（
支
団
長
）

【
中
仙
】村
上
耕
象
④【
南
外
】佐
々

木
芳
夫
②
、加
賀
屋
一
幸
③
、伊
藤

和
弘
③【
仙
北
】伊
藤
弘（
支
団
長
）

【
大
仙
市
長
感
謝
状
】

○
火
災
の
鎮
圧
に
尽
力
さ
れ
た
個
人

	

石
橋
隆
喜
（
美
郷
町
）
…
平
成
25

年
６
月
３
日
、
神
岡
地
域
の
道

路
法
面
で
枯
れ
草
が
燃
え
て
い

る
の
を
発
見
。火
災
発
生
の
通

報
を
す
る
と
と
も
に
、
乗
っ
て

い
た
生
コ
ン
圧
送
車
の
積
載
水

で
消
火
活
動
を
行
い
、消
防
署
、

消
防
団
が
到
着
す
る
ま
で
に
既

に
鎮
火
さ
せ
て
い
た
。付
近
に

は
民
家
も
あ
っ
た
が
、
迅
速
な

消
火
作
業
に
よ
り
類
焼
を
免
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
ほ
か
、
秋
田
県
消
防
協
会
長

表
彰
勤
続
章（
10
年
勤
続
）31
人
、
秋

田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷
支

部
長
表
彰
精
勤
章
（
７
年
勤
続
）
38

人
、
大
仙
市
消
防
団
長
表
彰
精
勤

章
（
５
年
勤
続
）
45
人
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
、
５
年
以
上
勤
続
の
退
団

団
員
42
人
の
方
々
に
大
仙
市
長
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
消
防
団
１
２
０
年
・
自
治
体
消
防

65
周
年
記
念
表
彰
（
日
本
消
防
協
会

長
表
彰
）】平

成
25
年
11
月
25
日・東
京
都

○
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰（
50
年
以

上
勤
続
・
成
績
優
秀
）・
佐
藤
芳
男

（
大
曲
⑤・分
団
長
）

○
消
防
団
員
家
族
表
彰
（
２
親
等
以

内
の
現
職
消
防
団
員
３
人
以
上
を
有

す
る
家
族
）・
古
屋
初（
大
曲
⑤
）、

古
屋
康
太（
同
）、
古
屋
美
紀（
女

性
団
員
）

【
勤
続
章
＝
15
年
勤
続
】

【
大
曲
】斉
藤
亮
悦
③
、高
橋
力
男

③
、小
松
良
逸
④
、鈴
木
博
之
④
、

山
信
田
良
一
④
、佐
々
木
光
喜
⑤
、

山
田
稔
⑥
、大
黒
隆
幸
⑥
、打
川
元

喜
⑥
、
篠
原
秀
孝
⑥
、
武
部
満
⑥
、

田
中
敬
二
⑥
、伊
藤
清
美
⑦
、佐
々

木
孝
博
⑦
、佐
藤
幸
一
⑦
、佐
藤
誠

⑦
、高
橋
博
幸
⑦【
神
岡
】
川
村
勝

晴
①
、渡
邊
憲
幸
①
、石
山
誠
②

【
西
仙
北
】大
𣘺
賀
治（
本
部
分
団
）、

髙
橋
俊
雄
③
、
伊
藤
秀
士
⑤
、
齋

藤
進
一
⑦【
中
仙
】佐
々
木
稔
①
、

亀
屋
太
郎
利
勝
①
、古
村
雅
裕
②
、

冨
岡
勇
誠
②
、草
彅
真
④
【
協
和
】

橋
本
琢
史
①
、鈴
木
司
③
、五
十
嵐

充
⑤
、五
十
嵐
一
夫
⑤
、菅
原
繁
喜

⑤
、小
田
島
博
善
⑦
、加
藤
憲
之

⑦
、高
橋
奨
⑦【
南
外
】
佐
々
木
広

美
①
、髙
橋
辰
郎
①
、
八
嶋
康
晴

①
、佐
々
木
利
美
②
、
相
馬
吉
成

③
、堀
井
保
③

【
優
良
支
団
表
彰
】

○
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
１
年

間
無
火
災・太
田

【
優
良
分
団
表
彰
】

○
平
成
25
年
度
支
部
消
防
訓
練
大

会
規
律
訓
練
の
部
優
勝・協
和
⑤

○
平
成
25
年
度
支
部
消
防
訓
練
大

会
規
律
訓
練
の
部
準
優
勝
・
仙

北
④

○
平
成
17
年
１
月
１
日
か
ら
９
年



【問い合わせ・貸し出し】
 各支所市民サービス課
	 総合防災課	☎ 0187-63-1111	内線 288

雪下ろしの際にご利用ください

ヘルメットを無料で貸し出し

※測定頻度／月１回

※（  ）内は検出下限値（測定を行った際に検出できる最小値）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（2.3） 5.8（3.0） 5.8 100 を超えないこと

（４）災害廃棄物の放射性セシウム濃度（11月７日に試料採取） 単位：Bq／ kg

▶ 県環境保全センター敷地境界の
　　　　　　　　 空間放射線量率 敷地境界 バックグラウンド 秋田県の通常レベル

0.02 ～ 0.05 0.03 ～ 0.04 0.03～ 0.09

※測定頻度／週１回　測定機関／秋田県環境整備課 単位：μSv／ h

災害廃棄物（Ａ） バックグラウンド（Ｂ） （Ａ）から（Ｂ）を差し引いた値 秋田県ガイドライン目安値
0.038 ～ 0.040 0.033 ～ 0.035 0.004 ～ 0.006 （Ａ）-（Ｂ）が 0.01 を超えないこと

（３）災害廃棄物の遮蔽線量率 単位：μSv／ h

※（A）から（B）を差し引いた値は、（A）と（B）の最小値・最大値が計測された日が一致するとは限らないため、（A）と（B）の最小値・最大値を引いた値とは必ずしも一致しません。

▶ 搬出時（岩手県野田村）での測定結果 ※測定頻度／毎日　測定機関／エヌエス環境株式会社

※バックグラウンド＝測定対象の影響を受けない十分に離れた地点

米田二次仮置場 バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.05 ～ 0.09 0.08 ～ 0.09 0.03～ 0.09

（１）搬出場所の空間放射線量率 単位：μSv／ h
運搬車両 バックグラウンド
0.04 ～ 0.07 0.06 ～ 0.07

（２）運搬車両の空間放射線量率 単位：μSv／ h

※国土交通省港湾局の目安値＝バックグラウンド放射線量率の３倍以内

すべての項目で基準を下回りました。最新の測定結果は県のホームページ（http://www.pref.akita.lg.jp/）に掲載してい
ます。なお、県環境保全センターでの岩手県野田村からの災害廃棄物受け入れは、12月18日で終了しました。

※12月４日・18日に試料採取した県環境保全センター地下水、放流水排水処理汚泥および淀川簡易水道水源井戸水と古種沢川、淀
川の河川水排水処理汚泥の放射性セシウム濃度測定の結果は、すべて「不検出」でした。

12月１日から18日までの
災害廃棄物受け入れに関する
測定結果（県環境保全センター）

【問い合わせ】
	 秋田県環境整備課	☎018-860-1624
　環境交通安全課	☎0187-63-1111	内線275

4

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
降

雪
量
が
増
加
。市
内
で

は
雪
に
関
す
る
事
故
、
特
に
屋

根
の
雪
下
ろ
し
に
関
す
る
重
大

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
雪
下
ろ
し

作
業
中
、
屋
根
か
ら
落
下
し
た

場
合
な
ど
に
頭
部
を
守
る
た
め

の
雪
下
ろ
し
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。大
切

な
命
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方（
事
業
所
を
除
く
）

◆
貸
出
期
間
／
最
長
３
日
間

	

（
貸
出
日
、返
却
日
を
含
む
）

※
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

期
間
厳
守
の
上
返
却
く
だ
さ
い
。

◆
貸
出
場
所
／
各
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
、総
合
防
災
課

◆
貸
出
受
付
時
間
／

	

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

	

（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

◆
持
参
す
る
も
の
／
運
転
免
許

証
な
ど
住
所
が
分
か
る
も
の無料で貸し出しする

「雪下ろし用ヘルメット」

安全な雪下ろしのために正しい知識を
「雪下ろし技能講習会」を開催しました

　雪下ろしに関する正しい知識を学び、安全に
作業を行うための技術を身に付けてもらおうと
12月 18日に行われた「雪下ろし技能講習会」。
参加した約40人が安全な雪下ろしの具体的な方
法と命綱となるロープの結び方を学びました。
　講習会で強調されたのが「ヘルメットの着用」
と「命綱」の使用。雪下ろしは常に危険と隣り
合わせです。大切な命を守るために、ヘルメッ
トと命綱を必ず使用しましょう。

1講師の大曲仙北建設技能組合連合会長・佐々木正
美さん2大曲消防署員によるロープの結び方講習

1 2



大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 
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Daisen City Public Relations 2014.15

人　口 87,773 人 （-  92）
　男 41,159 人 （-  44）
　女 46,614 人 （-  48）
世帯数 31,143 世帯 （-  16）

人
口
増
減

内

　
　訳

出　生   36 人
死　亡   122 人
転　入   90 人
転　出   96 人

12/31現在

※(  ) 内は前月比

　

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
自
治
会
や
町
内
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
除
雪
機
械
を

貸
し
出
し
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
貸
し
出
し
条
件
／

	

高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世

帯
な
ど
、
自
力
で
除
雪
す
る

こ
と
が
困
難
な
世
帯
の
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
使
用

す
る
こ
と

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。（
１
人
３
０
０
円
／
年
）

◆
機
械
の
種
類
／

○
小
型
除
雪
機
械

	

（
除
雪
幅
80
㌢
、全
長
１
７
０
㌢
）

○
中
型
除
雪
機
械

	

（
除
雪
幅
90
㌢
、全
長
１
９
０
㌢
）

※
各
庁
舎
に
１
台
ず
つ
配
備
し
て
い

ま
す
。

※
燃
料
は
満
タ
ン
に
し
て
お
貸
し
し

ま
す
。な
お
、使
用
後
の
燃
料
の
補

充
は
不
要
で
す
。

◆
貸
出
時
間
／

	

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
貸
出
日
当
日
に
返
却
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

	

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

	

社
会
福
祉
課	

内
線
１
７
４

自
治
会
や
町
内
会
な
ど
で
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

除
雪
機
械
を
貸
し
出
し
ま
す

小型除雪機械（右）と中型
除雪機械
除雪ボランティア活動に
ご利用ください。

万
が
一
に
備
え
て

ご
家
族
で
加
入
を

交
通
災
害
共
済・不
慮
の

災
害
共
済

　
加
入
申
込
書
を
だ
い
せ
ん
日
和

２
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
。

４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児

童
は
交
通
災
害
共
済
の
掛
け
金

（
４
０
０
円
）が
無
料
に
な
り
ま
す
。

ご
家
族
で
ぜ
ひ
加
入
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方

◆
共
済
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
共
済
掛
金
／
年
額

	

【
交
通
災
害
】４
０
０
円

	

【
不
慮
の
災
害
】６
０
０
円

◆
申
込
先
／
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
、環
境
交
通
安
全
課
、

秋
田
銀
行
、北
都
銀
行
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、

羽
後
信
用
金
庫
、
秋
田
お
ば

こ
農
業
協
同
組
合

【
問
い
合
わ
せ
】

	

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

	

環
境
交
通
安
全
課

	

内
線
２
３
１

冬
期
間
の
水
道
管
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

冬
本
番
を
迎
え
、
水
道
管
の

凍
結
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。蛇
口
や

水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
結
す
る
と
、

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、水
道
管

が
破
裂
し
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

左
の
「
水
抜
き
栓
の
操
作
方

法
」
を
参
考
に
し
て
水
道
管
の

凍
結
に
注
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
凍
結
防
止
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
の
修
理
や
工
事

の
依
頼
は
、
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
一
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

	

上
水
道
課	

内
線
１
２
５

水抜き栓の操作方法

①蛇口をあけて水を出す。
②水抜き栓のハンドルを
 完全に閉める。

 １ 水を抜く時

水が止まったことを確認
し、蛇口は開いたままに
しておく。

 ２ 水を抜いた後

水抜き栓のハンドルを
完全に開ける。

 ３ 水を使う時

水道局マスコット
キャラクター
「ぽたぽん」

水道管の凍結に
注意しよう



１月は国民健康保険
税７期、後期高齢者
医療保険料７期の納
付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

１月31日（金）

Tax Info.

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp
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第
６
回
大
仙
市
長
杯
争
奪

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会・

な
ぎ
な
た
大
会

　

秋
田
わ
か
杉
国
体
で
両
競
技

が
大
仙
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
た
大
会
で
す
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
に
は
大

曲
ミ
ニ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
ほ
か
県
内
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
、
な
ぎ
な
た
大

会
に
は
大
曲
高
校
、
大
曲
農
業

高
校
、
大
曲
な
ぎ
な
た
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
参
加
し
ま
す
。

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
】

　
日
時
／
１
月
26
日（
日
）

	

午
前
９
時
〜

	

会
場
／
大
曲
体
育
館

【
な
ぎ
な
た
大
会
】

 

日
時
／
１
月
26
日（
日
）

	

午
前
９
時
30
分
〜

	

会
場
／
大
曲
武
道
館

【
問
い
合
わ
せ
】

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

		

内
線
３
４
４

「
国
民
文
化
祭
」特
集
や

生
涯
学
習
活
動
を
掲
載

生
涯
学
習
情
報
誌

「
こ
す
も
す
」８
号
発
行

　

毎
年
12
月
発
行
の
生
涯
学
習

情
報
誌「
こ
す
も
す
」の
８
号
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
26
年
度
開
催

の
国
民
文
化
祭
を
テ
ー
マ
に
し

た
座
談
会
を
特
集
し
た
ほ
か
、

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習

活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
す
も
す
」
８
号
は
、
各
支

所
、
各
公
民
館
等
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

生
涯
学
習
課	

内
線
３
３
９

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

雑
紙
リ
サ
イ
ク
ル
袋
を

活
用
し
よ
う

　

市
で
は
、
雑
紙（
ひ
も
で
結
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
小
さ
な
古
紙
類
）
の

分
別
収
集
を
目
的
に
、
新
聞
紙

で
作
っ
た
雑
紙
リ
サ
イ
ク
ル
袋

と
分
別
方
法
を
記
載
し
た
チ
ラ

シ
を
昨
年
９
月
に
配
布
し
ま
し

た
。雑
紙
リ
サ
イ
ク
ル
袋
は
新
聞

紙
な
ど
で
作
る
ほ
か
、紙
袋
を
使

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雑
紙
を
入
れ
た
袋
は

古
紙
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。「
資
源
ご
み
」
と
し
て
出

さ
れ
た
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
新
し
い
製
品
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。貴
重
な
資
源

を
再
利
用
で
き
る
よ
う
、
資
源

ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

	

環
境
交
通
安
全
課

	

内
線
２
７
５

　

旅
券
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
記
載
さ
れ

て
い
る
氏
名
（
姓
名
）や
本
籍
地

の
都
道
府
県
名
が
変
わ
っ
た

場
合
の
訂
正
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
記
載
事
項
を
訂

正
す
る
方
法
は
廃
止
さ
れ
「
記

載
事
項
変
更
旅
券
」
と
い
う
新

た
な
方
式
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
導

入
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
記
載
事
項
変
更
旅

券
」で
は
な
く
、
新
し
い
パ
ス
ポ

ー
ト
（
５
年
ま
た
は
10
年
）
を
申
請

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。す
で

に
訂
正
さ
れ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を

お
持
ち
の
方
も
新
し
い
パ
ス
ポ

ー
ト
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
記
載
事
項
変
更
旅
券
」と
は

○
有
効
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち

の
方
で
、
氏
名（
姓
名
）や
本
籍

地
の
都
道
府
県
名
が
変
わ
っ

た
場
合
に
申
請
し
ま
す
。

○
新
し
い
旅
券
冊
子
を
使
用
し

て
作
成
す
る
た
め
、
パ
ス
ポ

ー
ト
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

○
有
効
期
間
は
元
の
パ
ス
ポ
ー

ト
の
有
効
期
間
満
了
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

○
発
行
手
数
料
は
６
千
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

	

市
民
課	

内
線
１
３
０

	

県
生
活
環
境
部
県
民
生
活
課	

	

旅
券
班

	

☎
０
１
８（
８
６
０
）１
１
１
２

３
月
20
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
記
載
内
容
の

訂
正
方
法
が
変
わ
り
ま
す

変更について
の詳細など、パ
スポートに関
することにつ
いては、市民課
に問い合わせ
ください。
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寄付・寄贈たくさんの善意　　　  
ありがとうございます

ぬくもりあふれるカレンダーが完成―
大曲養護学校小学部が

手作りカレンダーを寄贈
　大曲養護学校（小林俊昭校長）小学部から手作り
カレンダーを寄贈いただきました。
　同校小学部では、児童がさまざまな工夫を凝ら
して制作した手作りカレンダーを公共施設など
に配布し、地域への感謝の思いを伝える活動を毎
年行っています。今回制作したカレンダーには、
イラストやスタンプ、貼り絵などで富士山や花
火、季節にちなんだものなどが描かれています。

▲ 手づくりカレンダーは市長室入り口に掲示しています。

　第45回全国小中学校環境教育研究大会が11月29日、
大曲南中学校や藤木小学校、大曲市民会館を会場に行
われ、全国各地から教員や環境NPO関係者などおよそ
350人が参加しました。
　市内の小・中学校のうち、大曲地域の６つの小・中学
校が、文部科学省の指定を受け平成24年度から小・中
学校が連携し、環境問題への関心を高め必要な知識や
技術などを習得する環境教育に意欲的に取り組んで
います。今大会では、指定校の大曲南中・藤木小・角間
川小が公開授業を行いました。児童生徒は地域に密着
した環境問題についてそれぞれ調べたことをもとに、
ごみの排出やエネルギーの消費を抑制し、自然環境へ
の負荷を軽減するためには暮らしの中でどのような
工夫をするべきかなど意見を発表し合いました。
　また、全体会では、潟上市出身で水中写真家として
活躍している中村征夫さんが大曲市民会館で「命めぐ
る海からのメッセージ」と題して講演。地球温暖化で
死滅し砂漠となったサンゴ礁を人間の手で再生させ
る取り組みを事例として紹介しながら、人間と自然環
境は互いに影響しあう密接な関係にあり、大切に守っ
ていかなければならない、と語りました。

全国小中学校環境教育研究大会
小・中学生が環境教育の成果を披露

1  大曲南中学校で行われた公開授業。研究大会の参加者は大曲南
中の生徒と藤木小・角間川小の児童が環境問題について意見発
表する様子を興味深げに視察しました。

2  水中写真家の中村征夫さん（潟上市出身）が「命めぐる海からの
メッセージ」と題して講演。自らの経験談を交えながら、自然と
共生することの大切さについて語りました。

2

1 

　第54回やまびこ元旦登山が１月１日に行われ、およ
そ60人が参加しました。
　大曲の登山愛好会「大曲山彦会」（加藤春男会長）が毎
年開催しているもの。早朝に大曲西根地区の薬師神社
から大平山（標高387.6メートル）の山頂を目指しました。
　天候に恵まれず山頂で初日の出を見ることはでき
ませんでしたが、下山後、薬師神社で餅まきやミカン
まき、雑煮の振る舞いが行われ、参加者は温かい雑煮
に舌鼓を打ちながら新たな年の訪れを祝いました。

やまびこ元旦登山
大平山山頂で気持ち新たに

1大平山山頂からの風景 2薬師神社前での雑煮の振る舞い
1 2
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1  全国大会４連覇を成し遂げた大曲中学校吹奏楽部の演技
2  全国大会の成績報告に訪れた大曲小マーチングバンド部
（写真前列左から３人）、HMB花館小マーチングバンド（同
中央３人）、大曲中吹奏楽部（同右から３人）

　再生可能エネルギー導入事業完成報告並びに点灯
式が12月24日、西仙北ぬく森温泉ユメリアで行われ、
関係者およそ50人が出席しました。
　同施設の地域防災拠点としての機能充実とコス
ト・二酸化炭素排出削減を図り設置された太陽光発電
と蓄電池、県内初となるヒートポンプと自家発電機を
組み合わせた設備。太陽光発電により作られた電力は
蓄電池により昼夜を問わず施設の照明やコンセント
に供給され、温泉熱エネルギーはヒートポンプにより
施設の暖房や給湯に活用されます。
　設備の導入により、災害時における照明や電源の確
保のほか施設維持にかかる灯油使用量などの経費削
減が可能となりました。

ユメリアが再生可能エネルギー設備を導入
地域防災の拠点として期待

▲ユメリアの駐車場内に設置されたソーラーパネル

　さいたまスーパーアリーナ（埼玉県）で開催された第
41回マーチングバンド・カラーガード全国大会（12月14
日・15日）に出場した市内３小・中学校の代表が12月16
日、大曲庁舎を訪れ、栗林市長に成績を報告しました。
　大曲中学校吹奏楽部は、マーチングバンド中学生の
部（大編成）で同大会では史上初となる４年連続の最優
秀賞に輝きました。これまで「和」をテーマにした楽曲
に取り組んできた同中は、今大会では北海道の先住民
族「アイヌ」をテーマにした演目を披露。民族衣装に身
を包んだ部員たちは、会場を揺るがす力強い演奏と、
一糸乱れぬ演技で観客を魅了し、地区大会を勝ち抜い
た代表９校の頂点に立ちました
　また、同小学生の部（小編成）に出場したHMB花館小
マーチングバンド部が２年ぶりに金賞を受賞。同部
（大編成）の大曲小マーチングバンド部は銀賞と、市内
の小・中学校のマーチングバンドが大活躍しました。

マーチングバンド・カラーガード全国大会で
市内小・中学校のマーチングバンドが大活躍

大曲中が４年連続の最優秀賞獲得

　大曲南部地区イルミネーション花火が12月23日、大
曲角間川地区の浜倉周辺で行われました。
　地域を明るくし、地域活性化につなげようと大曲商
工会議所南部地区協議会（佐々木繁治会長）が毎年行っ
ているもの。かつて角間川が舟運で栄えたころに倉庫
として使用されていた「浜倉」を会場に角間川小学校
の児童による器楽演奏やコーラスグループの合唱な
どが披露されたほか、夕方には高さおよそ20メートル
のイルミネーションを点灯。約400発の花火が冬の夜
空を華麗に彩りました。

1浜倉での音楽祭 2イルミネーションを前に花火の打ち上げ

大曲南部地区イルミネーション花火
イルミネーションと花火が冬の夜を彩る

1 

1 2

2
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▼子どもたちが税金の使い道などを学んだ租税教室

　租税教室が12月13日、東大曲小学校で行われました。
　子どもたちに税金の役割と納税の意義を正しく理
解してもらおうと、大曲税務署や東北税理士会大曲支
部、県、市で構成される大曲地区租税教育推進協議会
（三浦憲一会長）が継続的に実施。昨年は、租税教育の積
極的な取り組みが評価され、市教育委員会が大曲税務
署長から感謝状を贈呈されています。
　同小では、大曲税務署職員が６年生児童８人に税の
仕組みを解説したほか、市役所職員が市では税金がど
のように使われているかを説明。子どもたちは、住民
の安全や快適な暮らしが税金に支えられていること
などを学びました。

租税教室
税金の仕組みを学ぼう

The Track of Glory

日ごろの練習と努力の成果を発揮し、さまざま
な分野で優れた成績を収めた「だいせん」の

子どもたち。その活躍の記録をご紹介します。     
※平成25年11月20日～平成26年１月６日成績報告受け付け分

【第36回秋田県スポーツ少年団卓球大会】
1仙北卓球スポーツ少年団（鈴木弘代表・団員数16人）
　 高橋心澄美さん（神岡小３年・写真左から２人目）
／女子小学３年生以下個人の部 優勝

　中村文音さん（横堀小３年・同３人目）／同 第３位
　 後藤理希さん（仙北中２年・同４人目）／女子中
学生の部個人 第３位

2県南卓球道場スポーツ少年団（野本一郎代表・団員数23人）
　 高橋歩夢さん（藤木小５年・写真左から２人目）・鈴
木颯太さん（神岡小６年・同３人目）／男子小学
生の部団体 準優勝

　 粟津優衣さん（大曲南中２年・同４人目）／女子中
学生の部個人 第３位

1 2 

　「『地域との絆を』感謝の集い」が12月20日、平和中学
校で開かれました。
　同校に対して、10年ほど前から毎年40万円相当の
備品を寄贈している東北醤油株式会社（佐竹宏明代表取
締役社長）と、昨年ガスコンロ・ガスオーブン９セット
（およそ300万円相当）を寄贈した株式会社今野七郎商店
（今野康行代表取締役）の社員の方々を招き、感謝の気持
ちを込めておもてなしをしようと同校生徒会が企画
したもの。集いでは、参加した社員の方々が全校生徒
が心を込めて調理した手料理を一緒に食べながら同
校が取り組んでいる東日本大震災の被災地支援活動
の記録をまとめた映像を鑑賞しました。また、生徒会

長の谷屋開陸さ
んから両社に感
謝状が手渡され
ました。

平和中学校「感謝の集い」
感謝を込めて「お・も・て・な・し」

◀ 招待された地元企
業の関係者が平和
中生徒の手作り料
理を楽しんだ「感謝
の集い」
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事前に申し込みが必要です
高齢者の無料法律相談
①【大仙市社会福祉協議会

本所の相談日】
　期日／２月13日（木）
　相談員／河村憲史さん（弁護士）
　申し込み開始／１月20日（月）
②【大仙市社会福祉協議会

太田支所の相談日】
　期日／２月27日（木）
	 相談員／久島憲晴さん（弁護士）
◆対象／おおむね65歳以上の方
◆時間／午前10時〜午後３時
◆定員／各日８人	
※相談は１人30分程度
※同じ相談内容は１人１回まで
【問い合わせ・申し込み】
	 大仙市社会福祉協議会
	 ①本所	☎0187-63-0277
	 ②太田支所	☎0187-88-2940

バレンタインデーアレンジに挑戦
フラワーデザイン講座
◆日時／２月７日（金）午後６時〜８時
◆会場／はぴねす大仙
◆定員／20人
◆参加費／3,000円（材料代）
◆申込期限／２月３日（月）
◆持参するもの／

花バサミ※貸し出し可
◆講師／栗林登さん
【問い合わせ・申し込み】
	 はぴねす大仙	☎0187-88-8722

雪国の冬を楽しもう
大曲スキーフェスティバル
　スキー競技・回転の腕を競いま
す。冬のスポーツを楽しみませんか。
◆対象／市内在住・在勤の方
◆日時／２月９日（日）

午前８時30分〜
◆会場／大曲ファミリースキー場
◆参加費／小・中学生500円、高校
生・一般1,000円
◆申込期限／１月31日（金）
※当日参加も可
【問い合わせ・申し込み】
	 大曲スポーツクラブ（大曲体育館内）
	 ☎0187-63-1122

地域の雇用促進のために
仙北地域雇用促進就職面接会
　求職中の方と人材を求めている
企業の交流の場を設けるため、今
年度２回目となる就職面接会を開
催します。
◆対象／
【求職者】求職中の方または平成26
年３月に大学・高校などを卒業予
定の方
※	申し込みは不要です。希望する方は直
接会場にお越しください。

※	当日は、履歴書と筆記用具を持参して
ください。

【企業】求人募集中または求人を検
討している企業
※１月28日（火）までに申し込みください。
◆日時／２月５日（水）午後１時〜
４時（午後０時30分受け付け開始）
◆会場／大曲交流センター
◆参加費／求職者・企業ともに無料
【問い合わせ・申し込み】
	 仙北地域振興局地域企画課
	 ☎0187-63-5226

ミニ紙風船作りボランティア
参加者募集
　ミニ紙風船作りのボランティア
に参加しませんか。作ったミニ紙
風船は、２月15日（土）に行われる
太田の火まつり会場に飾られ、会
場を彩ります。申し込みは不要で
す。希望する方は直接会場にお越
しください。
◆期日／１月20日（月）・27日（月）、
２月３日（月）
◆時間／午前11時〜午後３時
◆会場／はぴねす大仙
※２月３日（月）は大曲交流センター
◆参加費／無料	※昼食付
【問い合わせ】
	 大仙若者会議
	 富岡さん	☎080-1669-5503
	 男鹿さん	☎080-5161-1409

障がいのある方の外出をサポート
「秋田ふるさと村に行こう」
　一緒に外出してリフレッシュし
ませんか。秋田ふるさと村で、陶芸
体験などを行います。
※集合場所までの送迎は相談ください。
◆対象／自宅で生活している障が
いのある方
◆日時／２月１日（土）

午前９時30分〜午後４時30分
◆集合時間／午前９時15分
◆集合場所／JR大曲駅東口
◆定員／６人
◆参加費／3,500円（陶芸体験、昼食代）
◆申込期限／１月24日（金）
【問い合わせ・申し込み】
	 大仙障がい者相談支援センター
	 かしわ	☎0187-87-7302

大仙自然保護の会
15周年記念フォーラム
　市内で自然観察活動や自然保護
ボランティア活動をする大仙自然
保護の会。今までの活動経験を生
かした自然保護に関するフォーラ
ムを開催します。
◆日時／１月27日（月）午後１時30
分〜（午後１時受け付け開始）
◆会場／グランドパレス川端
【問い合わせ】
	 大仙自然保護の会事務局
	 三浦さん	☎090-8928-3613

２月はこの地域です
電気設備定期調査
◆対象／
【大曲】黒瀬町、金谷町、あけぼの町、
伊岡、荒山台、百瀬、水木田
【西仙北】杉沢、柳沢、楯越、雁田沢
【問い合わせ】
	 東北電気保安協会大曲事業所
	 ☎0187-63-4940
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休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎ 0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

大仙市の行事予定

歯… 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

外 … 休日外科当番医
午前 10時～午後４時

1月16日木  〜 2月5日水
16１／ 木

土25

火21

18 土

24 金

29 水

金17

月27

30 木

月3

5 水

20 月

協和地域行政相談■午前９時～正午■協和公民館船岡分館（共学館）
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎市民相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲交流センター２階教材室
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■大沢郷地区公民館
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

28 火 秋田県自主防災組織育成指導者研修会
■午後１時 30 分～５時■大曲地域職業訓練センター

23 木 消費生活相談室「移動相談」
■午後１時 30 分～４時■西仙北高齢者ふれあいセンター

19 日
外 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  高橋歯科医院（神岡）☎ 0187-72-3211
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

31 金 国民健康保険税７期、後期高齢者医療保険料７期の納期限日

4 火 ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

土1２／ 街コン「ドンと恋♥」トキメックバージョン▶P.12
■午後６時～■大曲エンパイヤホテル
■チケット料金／男性 3,500 円、女性 2,500 円	

日2 外 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  カワラダ歯科医院（仙北市）☎ 0187-55-1188
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】65円／ 10㎏【事業系ごみ】130円／ 10㎏

水22 第22回協和地域文化財防火デー
■午前 10 時 15 分～■唐松神社境内

日26
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  小坂歯科医院（西仙北）☎ 0187-75-1015
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

第60回古四王神社文化財防火デー
■午前 10 時 30 分～■古四王神社境内

第６回大仙市長杯争奪ハンドボール大会・なぎなた大会▶P.６
【ハンドボール大会】■午前９時～■大曲体育館
【なぎなた大会】■午前９時 30 分～■大曲武道館

※会場・時間は、変更になる場合があります。

２月農業科学館
イベント情報

【問い合わせ】
 健康増進センター中央 ☎0187-62-1015

西部 ☎0187-75-0476
東部 ☎0187-56-7211

あなたの献血で助かる
いのちがあります

２月の献血日程
期日 時間 会場

【中央】
５日
（水）
全血

9:30～
14:40 大曲技術専門校

15:00～
16:00 大曲工業高校

【東部】
10日
（月）
全血

10:00～
12:00 宮腰精機（株）国見工場

13:00～
14:30 太田文化プラザ

15:00～
16:30 秋田平野製作所

【中央】
19日
（水）
全血

10:00～
13:00 大仙市役所大曲庁舎

14:20～
15:10 市立大曲病院

15:30～
16:20 仙北平野土地改良区

【問い合わせ】
 県立農業科学館（月曜休館）
 ☎ 0187-68-2300

開館時間／午前９時～午後４時

特
別
展
【洋ランフェスタ“春を迎える”】
期日／３月９日（日）まで

農業や農村について科学的な視点から楽し
く学べる農業科学館。ぜひお越しください。



◆対象／20歳以上の独身の男女
◆定員／男性・女性各100人
◆チケット料金／男性3,500円、女性2,500円
◆�チケット販売場所／大曲エンパイヤホテル、グランドパレス川端、メガネのクロ
サワ、菓子司つじや、大仙市観光情報センター「グランポール」（JR大曲駅２階）、カ
ネトク酒市場、TomosuCafe（トモスカフェ）、miNca（ミンカ）

◆�チケット購入期限／１月26日（日）※売り切れ次第販売終了。チケットの当日販売は行
いません。

【問い合わせ】
	「ドンと恋♥」街コンプロジェクト実行委員会事務局（男女共同参画・交流推進課内）	
	 ☎0187-63-1111	内線295・297　		daisenmachicon@gmail.com

 月　 日♥土
時間／午後６時～

（午後５時30分受け付け開始）
会場／大曲エンパイヤホテル
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